研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　通所リハビリ　　　職　種　作業療法士　　　氏　名　慶長　孝太

	期　　間　　平成26年11月27日（木）

	出張目的　青森県精神科病院・診療所協会　平成26年度第3回研修会

	出 張 先　青森県総合社会教育センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察
　研修会のテーマは「多職種連携～地域移行・在宅支援における作業療法士の関わり～」というテーマであり、デイケアや訪問看護における講師の先生の関わり方について、事例を基にしながらわかりやすく解説していた。また、主として作業療法士の役割やポイントに関する内容が多かったが、作業療法士以外の他の職種も同じように考えることが出来ると話されていた。私たち医療従事者は、患者、利用者の為に治療やリハビリを行っている。講演の題でもある“自分らしく生きる”を支えるということは、患者、利用者を第一に考え、治療やリハビリを行っていれば、作業療法士はもちろん、医療従事者なら誰もが意識することである。しかし、実際の現場ではどうだろうか。危ないから、この方が良いからなど、職員の都合で利用者のやりたいことを出来なくしてしまっていることはないだろうか。安全なレールのような支援に利用者を乗せようとしていることはないだろうか。今回の研修会では、利用者の目標やニーズに沿った支援を行うことの本質を改めて考えることができた。
　講師の先生が話していた“生きることを支える”“その人の生きるを支援する”ということは、人それぞれ生き方が違うように、対象者に合わせて非常に大きな範囲を支援することとなる為、大変だという印象を受けてしまう。しかし、それと同時に、対象者の自分らしく生きるということを支援することに大きなやりがいを感じた。現在、青陽館でのプログラムの検討に従事しており、利用者が目標を達成できるような支援方法を検討している最中である。今回の研修で改めて考えることができた“自分らしく生きる”ということを十分組み入れながら、利用者の生活のための支援を検討していきたいと考える。
講演「地域ケアにおけるOTの役割～“自分らしく生きる”を支える～」

講師：浅香山病院A館デイケア　作業療法士　山崎勢津子
　　　希望や訪問看護ステーション　代表取締役　作業療法士　河合英紀
要旨

地域ケアにおけるOTの役割

“つなぐ”役割

○対象者を自分自身とつなぐ（自分らしく）

○対象者を他者とつなぐ　　（助け、助けられる関係の中で）

○対象者を地域とつなぐ　　（暮らす）

自分らしく

旅は道連れ、世は情け

「旅には連れがある方が心強いように、この世の中を渡っていくには互いに支えあう人情が必要だ。」（江戸のいろはがるたより）
⇒自分の身に起きた病気や障害などの理不尽なことを理解し、旅の“道連れ”として共に生きていくことが必要。
“自分らしく”って？
エピソード1　父の料理帳
料理が好きだった父が、ある日脳梗塞で倒れてしまい、麻痺が生じてしまった。そのような中でも、リハビリを頑張り、様々な道具を用いることで、料理をして過ごすことが出来ている。

父の記念日：脳梗塞で倒れた日は、父の第二の人生のスタート地点となっており、
父自身がそのことを受け入れて生きている。
“父らしさ”は料理という作業と、それを取り巻く環境の中で発揮される。
⇒作業と環境をつなげることもOTの大切な役割となる。
“生きること”を支える作業療法
病者である自分（病に振り回されている自分）という状態から、主体的に外界に関わることで
“自分”を取り戻す。
⇒この過程を歩めるよう支援することが重要。
作業療法の視点



1つの方向のみではなく、行ったり来たりを繰り返す。
エピソード2　自信喪失のAさん
「普通ならできるのに出来ない」「普通この後何をすればいいの？」等、“普通”ということに縛られていた。現実検討を促すために刺し子作業を提供するが、取り組まず。

ある日喫茶活動のデイケアへ移動したところ、他の利用者との作業を通じて“人と違ってもいい”ということを感じることが出来た。

自分のことを自分でわかっていなかったAさんに自分自身の状態を上手くつないであげたことで、
喫茶活動を通じて「これでいい」と思えるようになった。
“生きる”を支援するOTになるには
・“生きること”を支援するということを決心する
・その決心を表現していくことが必要。
　⇒表現の仕方は様々ある。

エピソード3　ラストチャンスのCさん
退院後すぐに薬をやめてしまう。その理由は他罰的な妄想が原因。
生活場所にこだわりをもっており、退院後の生活を見通して、生活場所の地図を描く作業を行う。
⇒作業を行っている最中には、誰にも話したことがなかった幻聴の内容など、病状を表現することが
あった。
デイケアの特徴

地域生活者が対象、1日6時間、集団、プログラム、多職種協働、
日々、いろいろな人が長い時間ともに過ごすような場など、様々な特徴がある。

デイケアの道程
・導入期：退院後の生活で、日々どのように過ごせばいいか分からなくなる人や、
分からない人は多い。デイケアを通じて、日課や役割を体験していく。

・定着期：視野の拡大、仲間との交流から、現実的な問題が見えてくる。
デイリークライシスを乗り越える体験をしていく。
・転換期：柔軟性の獲得、大きな危機にも直面できるようになり、
これからのことを考えられるようになる。
日課と役割
・リハビリテーションは、新しい習慣と役割を獲得していくプロセスとなる。
・プログラムは、対象者と共有したい話題のインデックス（目次）となる。
⇒これらが個別ケアでの入口となり、ここからケアが拡大していく。

生きることを支えるなら、医療、食事、お金、趣味、住まい、仕事、仲間等、
様々なことを考えていかなければいけない。

どこにどのようなニーズがあるかはわからない為、
拾うきっかけをOTでどれだけ用意できるかも大切となる。
ニーズに出会う
ニーズの掘り起こしには“手間”が必要。
ひと・もの・場と出会いながら、ニーズは掘り起こされていく。
触れるきっかけがないからニーズが出ないこともある。

⇒活動や作業は、ニーズとの出会いを助けてくれる。


ニーズと出会うには、提供しているものについて見直すことが必要。
ポイントはこちらが対象者と「何を共有したいか」
エピソード4　寝太郎のDさん
デイケアで寝てばかりいる中、ある日突然「働きたい」と意欲を示した。

何もしていないからといって、何も見ていないわけではない。
就労プログラムを行っている様子を見ていて、参加したくはないが働きたいというニーズが存在していた。

その人の物語に寄り添うことが必要。

エピソード5　決められないEさん
様々な悩みを感じてしまう方で、最初は自分の顔が変だと悩んでいた。

回復や現実とともにニーズは変化していき、次第に友達、交際相手、就労に関する悩みへと内容が変わっていき、「悩んでいい」「迷うのは自分を大切にしている証拠」と伝えられ、なにがあっても「何とかなる」と思えるようになった。

病をも含んだ自分を生きていくことの価値として考えることが出来ていった。
地域で暮らすということは
助け、助けられる循環の中に身を置くこと
この循環のありように、“その人らしさ”が垣間見られる。
⇒地域で暮らすことは、誰かに助けを求め、かつ、誰かを助けられるような生活ということ。
エピソード6　家族再生のEさん
仕事、家族に見捨てられ、引きこもる生活の中、デイケアで「助け、助けられる」関係を体験。その後家族から連絡があり、再開する事となる。

最初は見捨てられたことを引きずっていたが、すぐ家族としての役割を引き受けることが出来ている。

これまでの経験が現実を「引き受ける」下地となる
地域生活支援におけるOTの役割

～何かがあったときだけ、ではダメ。日頃から力を貸し合う～
対象者の支援。
対象者を支援してくれる人の支援。
・病院スタッフへの支援

・家族や仲間の支援
・地域の支援者の支援

私たちにできること
・「作業療法とは生きることを支援することである」ということを決心する
・旅の道連れとなって、外につないでいく（同行人兼、通訳）
・作業療法は周囲にわかりにくいことが多い為、わかりやすいように間口を広く、敷居を低くする
・「○○もある生活」のすすめ
はたして・・・
私たち作業療法士は「助け、助けられる」循環の中に生きているだろうか？
⇒実は私たちが考えている範囲が、私たちのケアの範囲を決めている。
リミット（限界）設定は必要だが、リミットの向こう側を想像してみるのも大事。
専門家である前に、専門家である以上、
何かを人に呑み込ませようとするとき、あなたはとびっきり親切にならなければならない（村上　春樹）

基本的なことではあるが、大切なことになる。

訪問作業療法について

○訪問作業療法は“その人の生きる”を支援すること
○生活の安定を主目的に環境調整、衣食住を最優先に支援する
○本人の現状を共に整理し、優先順位を決める

ポイント
・本人が必要と思う問題から解決
・自分で乗り越えたと感じられる支援
・ストレス量の確認と支援量の調整
○訪問作業療法は“家族と共に生きる”を支援すること
○本人の思いと家族の思いのズレを調整する（通訳する）
○家族の対応が変われば、劇的に本人も変わる
ポイント
・家族の不安や悩みを共有する
・問題解決の方法、ヘルプの出し方、困った時の対応方法などの家族支援が重要
○訪問作業療法は“生きる道を寄り添い、共に歩くこと”
○生きるということは、さまざまな選択を繰り返し決定する必要がある

○寄り添ってくれる存在が安心につながる
ポイント
・やりたいことを一つずつ、一緒に行動する
・安全で効率的なレールを歩くように支援するのではなく、本人の希望する道を時には一緒に歩き、時には後ろから見守り、時には少し押してあげる支援

「その人らしさ」とは・・・
◎自分の人生は自分で決める

この当たり前のことを当たり前にできるように支援すること
人生の選択は悩みや不安の連続。それらに寄り添うことで希望は生まれるのではないか？
病院・デイケアと訪問の違い
○デメリット
・訪問は利用者がホームで療法士はアウェー
・常に1対1の関わり、集団のよさが使えない
・時間に限度があり、サービス（無料）の支援が増える
・本人が訪問を断れば、後のフォローが難しい
○メリット
・自由
・ひとりひとりにオーダーメイドの支援が可能

訪問の心得・コツ
・利用者と家族と療法士の距離感を常に考える（近すぎず、遠すぎず）
・何かしなければいけないとあせらない→動くタイミングを待つのも技術
・失敗しても良いという覚悟→失敗を失敗で終わらせず、次に生かす
・やりたいようにやってもらう覚悟→死ななければよしとする
・自分ひとりで抱え込まず、助けてくれる仲間（社会資源）と役割分担
・作業療法士は利用者の特性を評価するのが得意、助けてくれる仲間（社会資源）に専門用語ではなく、理解しやすいように伝える（通訳）
訪問するときの面白み
・その人の本当の生活を見ることができる（本人・家族）
・病院では見ることが出来ない、その人らしい麺をいっぱい見ることが出来る
・動くタイミングに迅速に対応できる
・動くタイミングでないときは、散歩やひなたぼっこで“ほのぼの”
・地域で働くたくさんの仲間ができる
C.E.O.
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生きにくさや悩みを動きの中で確かめるための作業療法





自分らしく生きていくコツをつかむための作業療法





病の世界から現実につなぎとめるための作業療法








